
倉敷市立 老松小学校 いじめ問題対策基本方針 

い  じ  め  に  関  す  る  現  状  と  課  題 

本校では、大人の目の行き届かない場所やネット上でトラブルが発生しやすい傾向にある。これらのことを踏まえ、日頃から言葉遣いや登下校の様子、ＰＣ上

のやりとりについて適宜指導したり、保護者への啓発を行ったりしながら、いじめの予防や早期発見に地域や保護者と協力して努めていく必要がある。 

 

 

 

い じ め 問 題 へ の 対 策 の 基 本 的 な 考 え 方 

 「いじめは、いつでも、どこでも、だれにでも起こりうるもの」という危機意識を職員一人一人がもつとともに、児童が自己有用感や自己存在感を得られ、自尊感

情を高めることができる学校づくりを推進する。また、いじめの未然防止・早期発見・早期対応を全職員で徹底していくために職員研修を開いて資質向上を図る。 

〈重点となる取組〉 

・道徳や学活におけるデジタルシティズンシップ教育の学習の充実 

・全校で人権について考えたり、自己肯定感を育む取組を行ったりする「人権週間」  

・一人一人の子どもたちの課題を直接話すことでつかむ「個別相談」の充実と「個別相談アンケート」の実施（年２回） 

・生徒指導上の情報を交換する定期的な校内の「情報共有体制」の活用（毎週） 

・適宜「いじめ対策委員会」の開催 

 

保護者・地域との連携 

〈連携の内容〉 

・PTA総会や学校便り等を通じて、学校に 

おけるいじめ問題への取組について保護者 

や地域への理解を得るとともに、PTA研修 

会等を活用して意見交換や協議の場を設 

け、取組の改善に生かす。 

・いじめ問題等の各種相談窓口や学校の相

談窓口を随時紹介し、活用を促す。 

 

関係機関等との連携 

〈連携機関名〉 

・岡山県教育委員会 ・倉敷市教育委員会 

〈連携の内容〉 

・ﾈｯﾄﾊﾟﾄﾛｰﾙによる監視、保護者支援のた

めの専門スタッフ（SSW等）の派遣 

〈学校側の窓口〉 

・副校長、教頭 

〈連携機関名〉 

・倉敷警察署    

〈連携の内容〉 

・定期的な情報交換、連絡会議の開催 

 

学      校 

いじめ等問題行動対策委員会 

〈いじめ対策委員会の役割〉 

基本方針に基づく取組の実施や年間計画の作成、実行・ 

検証・修正の中核、相談窓口、発生したいじめ事案への対応 

〈いじめ対策委員会の内容の教職員への伝達〉 

直後の職員会議、緊急の場合は終礼等で伝達 

〈いじめ等問題行動対策委員会の構成メンバー〉 
校長・副校長・教頭・教務・生徒指導主事・養護・特支教育 

コーディネーター・関係学年主任・関係機関との連携 

 

【様式１】                                         令和８年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  校  が  実  施  す  る  取  組 

い
じ
め
の
防
止 

・全校で人権について考え取り組む「人権週間」の内容の充実、グッドビヘイビアカードの活用。 
年２回実施している人権週間では、人権意識を育むポスターや標語の作成だけでなく、「いいところ見つけ」を通した自己肯定感の育成や安心できる人間

関係作りを全学年で進めることで「いじめを許さない風土」を醸成していく。児童の肯定的な行動に対してグッドビヘイビアカードを渡すことで、児童の自己肯

定感や自己有用感を実感できるようにする。 

・児童への「デジタルシティズンシップ教育」の実施 
学校で利用するタブレット端末やスマートフォン・ＳＮＳを利用したいじめ（ネットいじめ）の防止のため、発達段階に応じて、情報モラルを身に付けさせる情

報モラル教育に取り組む。また、保護者に対してもタブレットやスマートフォン等で起こりうる問題や正しい使い方についてプリントや学年懇談で啓発を行い、

教職員においてもさまざまな問題に対処できるように研修を深める。 

・交通安全ボランティアの方と協力した登下校の指導、見守り 
 町別児童会や一斉下校で、登校班や下校中に困っていることを聞いたり、正しい登下校の仕方を指導したりすることで、下校中のトラブルを防ぐ。定期的
に、交通安全ボランティアの方から児童の様子を聞くことで、トラブルの未然防止や早期発見に努める。 

早
期
発
見 

・一人一人の子どもたちの課題を直接話すことでつかむ「個別相談」の充実 

教師が適切なカウンセリングマインド（傾聴、共感）をもちながら、児童が何でも相談できる人間関係づくりを図るとともに、一人一人の子どもたちの課題をつ

かむために直接話す時間を確保した「個別相談」を年2回実施する。併せて「個別相談アンケート」を年２回行い、相談内容に応じて速やかな対処を図り、いじ

めの早期発見・対処に努める。また、日々の「心の健康観察」も活用し、児童の変化の早期発見・対処に努める。 

・生徒指導上の情報を交換する定期的な校内の「情報共有体制」の活用 
校内・校外に関わらず、児童に関わるさまざまな情報を共有できる場として、金曜日の終礼で情報交換を行う。その場を活用し、担任だけでなくスクールカ

ウンセリングからの情報も活用しながら、組織的・積極的に児童を指導・支援し、いじめの早期発見だけでなく、速やかな対処を図る。また、情報交換した内容

を記録として残していくことで、継続的に支援、指導ができるようにする。 

い
じ
め
への
対
処 

・いじめ対策委員会を中心に、すばやい組織的対応を行う 
いじめ事案を確認した場合は、被害を受けた児童の安心、安全確保を最優先としながら、いじめ対策委員会を開き、組織的に事実確認や加害児童への指

導、保護者への連絡を行う。被害を受けた児童の心のケアを図るとともに、いじめについて職員で共有し、継続的な見守りを行ったり、いじめが起きた原因に

ついて必要に応じて他の学級・学年で指導したりすることで再発防止やいじめを許さない集団づくりへとつなげていく。なお、発生したいじめ事案について

は、教育委員会への速やかな報告並びに、重大な事案については、関係機関、第三者委員会との連携や警察に相談・通報する等の毅然とした対応も行う。 

全  教  職  員 
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【様式２】 

倉敷市立 老松小学校 いじめ問題への対策に関する年間計画 

令和８年度 

 

会議、委員会 等 
学 校 が 実 施 す る 取 組 

①  いじめ防止の取組 ②  早期発見の取組 ③ いじめへの対処 

４月 

職員会議 

・基本方針  

・指導計画の確認 

職員研修 

いじめ対策委員会 

タブレットの正しい使い方、注

意点の指導 

町別児童会・下校指導 

ふれあいタイム（ペア学年） 

下校指導 

生徒指導連絡会（毎週金曜日） 

※年間を通して実施 

希望者個人懇談 

相談窓口の周知 

いじめの発見や相談を受けた

ときの対応の確認 

発生事案への対処（随時） 

５月 いじめ対策委員会 下校指導   

６月 

いじめ対策委員会 

学校運営協議会 

第１回なかよし週間（全校） 

・いいところ見つけ 

・なかよし宣言作り 

ふれあいタイム（ペア学年） 

下校指導 

個別相談アンケート 

  必要に応じて教育相談 

個別相談週間 

  担任による教育相談 

個別相談アンケート 

アンケート結果の検証 

  必要に応じて対処 

７月 

いじめ対策委員会 下校指導 

なかよし宣言の振り返り 

保護者面談 

相談窓口の周知 

問題行動調査 

 

８月 いじめ対策委員会    

９月 

いじめ対策委員会 町別児童会 

下校指導 

「情報モラル教室」（４年生） 

非行防止教室 

  

10月 

いじめ対策委員会 

情報モラル教育の実施 

「情報モラル教室」（６年生） 

スマートフォン等のもたらす問

題について保護者への啓発 

ふれあいタイム（ペア学年） 

第２回なかよし週間 

下校指導 

個別相談週間 

  担任による教育相談 

個別相談アンケート 

  必要に応じて教育相談 

個別相談アンケート 

アンケート結果の検証 

  必要に応じて対処 

11月 
いじめ対策委員会 ・なかよし宣言の振り返り等 

下校指導 

  

12月 

いじめ対策委員会 下校指導 

なかよし宣言の振り返り 

保護者面談 

相談窓口の周知 

問題行動調査 

 

１月 
いじめ対策委員会 下校指導 

町別児童会 

  

２月 

学校運営協議会 

・ 1年間の取組の反省 

いじめ対策委員会 

ふれあいタイム（ペア学年） 

町別児童会・下校指導 

「情報モラル学習」（５年生） 

  

３月 

いじめ対策委員会 

・取組の検証・修正 

下校指導 

なかよし宣言の振り返り 

相談窓口の周知 

問題行動調査 

発生した事案についての現状

把握と次年度に向けた対応の

検討 

 

 
年間を通して行う取組 

 毎週金曜日の終礼での情報交換と必要な事案に対する速やかな対処。日々の教職員の研修による「分かる授業」の創造や個別支援等により「学習に対する

ストレス」の軽減、学級や学年等の人間関係を大切にした集団づくりなど、児童の自己有用感や充実感を得られる学校づくりを推進する。 
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